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20．81Rb・81mKrによる肺スキャンについて
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　今回81mKr一ジエネレーター（日本メジフィジ

ックス提供）を使用し，肺スキャンを実施する機

会をえたので報告する．肺スキャンは吸入肺スキ

ャンを主として実施した．患者はシンチカメラ

（LFOV）の前に坐位で固定され，前面ならび後面

から撮影し，必要に応じて斜位，側面から撮影し

た。術者は患者に深吸気させると共に10m1の空

気を注入し，クリプトン81mガスを吸気させ，

ドツトイメージヤー，ならびにシンチパック200

を作動させ撮影する．このさい，換気用フードを

患者の顔面の近くにおいて常時排気させ，検査室

内の汚染，術後の汚染防止に努めた．検査実施中，

患者の顔面から50～100　cmの処でサーベイメー

ターをおいてモニターした処，またmR／hr以下

である．

　っぎに放射線治療中の患者，慢性閉塞性腫疾患

患者，肺癌患者など合計20例について吸入肺ス

キャンを実施し，肺野各部のヒストグラムによる

肺機能評価，ドットイメージャーによる肺陰影の

形態などについて観察した．

21．肺野への201T1集積について
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　2°1T1心筋シンチグラフィーを行なった47例中，

シンチグラフィー施行時前後2週間以内に胸部X

623

線検査など臨床検査が行なってあり，診断の確定

している33例を対象として，201T1の肺野への異

常集積の因子を検討した．検討に供したシンチグ

ラムは，2°1Tl静注30分後以降にコンバージング

コリメータを装置したシンチカメラで撮影した正

面像ならびに左側面像である．

　その結果，以下に述べる如き成績を得た．1．胸

部X線検査など他の検査所見にて明らかな肺病

変がなかった16例中13例で，肺野への異常RI

集積が認められなかった．2．肺癌または活動性の

肺結核の3例全例において，病巣部に一致した異

常RI集積が認められた．このような201TIの態

度は67Gaなどのそれと同様と思われる．3．一方，

心筋硬塞や弁膜性心疾患などで左心不全のある14

例中12例にて，種々の程度の異常RI集積が認め

られた．4．この異常集積の程度は，他の検査所見

からみて．左心不全の程度を反映する傾向を認め，

その機序として，肺水腫など心肺循環異常が関与

していると思われた。5．しかし，この肺野への異

常RI集積には，大胸筋など骨格筋に集積した

201T1が比較的強く影響しており，これらの因子

についてもさらに検討する必要がある．

22．20iTl　chlorideによる結節性甲状腺腫の診断
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　甲状腺スキャンでcold　noduleの認められた52

例に2°1Tl　chloride　2　mCi静注し10分後にシン

チグラフィを施行した．東芝GCA－401または

Nuclear　chicago　HP　IIIで201Tlの水銀K－X線を

用いエネルギーウィンドウ60－100KeVでおこ

なった．このうち診断の確定した39例について

2°1Tlの集積の有無を検討した．甲状腺癌15例中

14例（93％），甲状腺腫17例中5例（29％），腺腫

様甲状腺2例中1例，慢性甲状腺炎5例中全例

（100％）に201T1の集積を認めた．201T1の集積を
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